
靴

バックパック

レインウェア

ドライレイヤー（肌着）

ベースレイヤー（長袖シャツ）

手袋

靴下

登山用パンツ

アンダーウェア（下着）

ゲイター

ストック

帽子 時計

防寒着

ザックカバー

行動食

トイレットペーパー

ヘッドランプ、ライト

予備電池

タオル

ファーストエイドキット

飲料水 予備の靴紐

インナーシーツ

スタッフバッグ

耳栓

アイマスク

ネックウォーマー

汚れ落としタオル

ニット帽子

ウェットティッシュ

ホッカイロ　

ボディシート

小銭（100円玉・トイレチップ用）

現金（小屋支払い用、10,000円）

日焼け止め

サングラス

スマートフォン

モバイルバッテリー

マスク

保険証

基本的な装備

身につけるもの

ザックに入れるもの

サコッシュ（小物入れ）に入れるもの

あると便利なもの

着替え

サンダル（あると便利）

温泉セット

登山後

富士登山必携リスト

帽子
日よけ用ツバのついた
帽子。

ザック
日帰りやホテル・ロッヂ宿泊
なら20～ 30リットル程度が
目安、山小屋宿泊は 30～40
リットル 程度。肩への負担が
軽くなるウエストベルト付きの
ものを。

パンツ
伸縮性、速乾性のあるパンツ
がお勧めです。ジーパンは濡
れると重くなり乾きにくいので
避ける。

靴下
登山用の厚手のもの。
予備1足を用意できるとなお良い。

手袋
登山用の薄手手袋。

日焼け止め
山の紫外線は強烈。
リップクリームなどもあると
なお良し。

服装

ナイロンやポリエステ
ル製の吸汗、速乾性の
あるものが快適。綿製
は不適。

靴
足首を保護する、くるぶしまで
高さのある登山靴が基本。
レベルや季節（無雪期・積雪期）
に 応じて、ご用意ください。必ず
事前に履き慣らしましょう。 
※古い靴（長い間未使用のもの）
は、靴底がはがれる事故が多い
ので注意が必要！

アンダーウェア

上下に分かれたセパレート
型が基本、「透湿性」に優れた
3層構造のタイプがお勧め。

レインウェア

リュックサック用の雨具。
サイズに合わせて用意。

ザックカバー

高所の朝晩は冷え込みます。
薄手のフリースやダウンなど
用意ください。

防寒着

（ザック）


